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多数アンカー工法　内的安定計算書

○○○道路改良工事現場名

参考書計算例 （常時・地震時）ケース名
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1. 内的安定計算

1.1 設計条件

1.1.1 検討断面寸法

検討する断面を以下に記す。

検討断面寸法

ここに

全 壁 高 ： H' = 9.500 (m)

=：壁 面 材 高 H 9.000 (m)

=H4 ：笠 石 高 0.500 (m)

=B：小 段 幅 1.000 (m)

=n：上載盛土勾配 1.80

=H1 ：上載盛 土高 5.000 (m)

=t：壁面材の厚み 0.115 (m)

：壁 面 材 標準タイプ
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1.1.2 盛土材料

盛土材料の設計に用いる土質定数は次のとおりとする。

単位体積重量  ：  γ1 = 19.0 (kN/m3 )

=せん断抵抗角  ：  φ1 30.0 (°)

=粘   着   力  ：   c1 )(kN/m2 0.000

「多数アンカー式補強土壁工法設計・施工マニュアル」 P33では、盛土材料について次のように記載され

ている。

多数アンカー式補強土壁は、壁面材とアンカープレート群に挟まれた盛土材料の拘束補強効果によって・

安定を保つ構造である。この拘束補強効果はアンカープレートの引抜き抵抗力により決められているた

め、効果を大きく得るには、せん断抵抗角の大きなあるいは粘着力の大きな盛土補強材料を用いるのが

有利である。

盛土材料として膨潤性泥岩および膨潤性凝灰岩、葉片状および粘土状蛇紋岩、片岩などを用いる場合に・

は、スレーキングや破砕性について適否を慎重に検討することが重要である。これらのような、細粒化

の恐れのある材料については、突き固め試験等を行い細粒化された土の性質を把握し、これを盛土材料

の規格に照らし合わせてその適否を判断するとともに、粒径の変化に伴う体積の減少等についても検討

が必要である。盛土材料に大きい粒径の材料が混入していると締固めが難しくなるとともに、支持力に

不均等を生じることがあるため、最大粒径を300mm以下とする。

(一部抜粋)
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1.1.3 上載荷重(常時)

常時における上載荷重は次のとおりとする。

荷重図

(常時)上載荷重一覧表

載荷座標 X  (m) 荷重 q分布幅 BL 
荷重分類荷重名称 記号

(kN/m2) (m)終了開始

活荷重10.00015.00029.000上載荷重１ q1 14.000

※載荷座標は壁面材の前面からの距離としている。

q1
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1.1.4 補強材(タイバー)材料

使用するタイバーは以下のものから選定する。なお、下表の値は各部位における許容引張力の値を示す。

単位：kN/本(常時、腐食しろ   mm)1.0

コネクター止めボルト接続ロッドアイ止めボルトコネクタープレートタイバー

ダブル用シングル用ダブル用シングル用ダブルシングル
機材

サブ 値値
規格

規格 値値規格規格 値値規格規格 値値規格

76.538.368.850.636.338.229.1 4.6T4.6T8.8T8.8T4.5D4.5S無M20 30.5

76.538.368.850.652.454.662.2 4.6T4.6T8.8T8.8T6.0D6.0S有M22 38.3

76.538.368.850.652.454.669.9 4.6T4.6T8.8T8.8T6.0D6.0S有M24 44.8

76.538.374.866.086.087.479.5 4.6T4.6T10.9T10.9T9.0D9.0S有M27 59.1

76.538.374.866.086.087.489.2 4.6T4.6T10.9T10.9T9.0D9.0S有M30 72.7

(地震時、腐食しろ   mm)1.0 単位：kN/本

コネクター止めボルト接続ロッドアイ止めボルトコネクタープレートタイバー

ダブル用シングル用ダブル用シングル用ダブルシングル
機材

サブ 値値
規格

規格 値値規格規格 値値規格規格 値値規格

115.057.4103.075.854.457.343.6 4.6T4.6T8.8T8.8T4.5D4.5S無M20 45.7

115.057.4103.075.878.681.993.2 4.6T4.6T8.8T8.8T6.0D6.0S有M22 57.4

115.057.4103.075.878.681.9105.0 4.6T4.6T8.8T8.8T6.0D6.0S有M24 67.2

115.057.4112.099.0129.0131.0119.0 4.6T4.6T10.9T10.9T9.0D9.0S有M27 88.7

115.057.4112.099.0129.0131.0134.0 4.6T4.6T10.9T10.9T9.0D9.0S有M30 109.0

1.1.5 安全率・許容応力度

内的安定検討に用いる安全率および許容応力度は以下のとおりとする。

3.0常時 Fpu =
アンカープレートの引抜きに対する安全率

2.0=Fpu 地震時
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1.2 補強材の検討(常時)

1.2.1 土圧係数の算出

多数アンカー式補強土壁は前壁に壁面土圧が作用する。変形に対しては比較的柔な壁面を有する構造物で

あり、内部安定検討の設計に用いる土圧には主働土圧を用いる。

タイバーの各敷設位置に作用する土圧の算出に用いる土圧係数KA は次式により算出する。

φ1 cos2 
KA =

φ1 sin･)δ+φ1 (sin
{ }2 1+cosδ

cosδ

cos2 30.0
=

}2 {
30.020.00030.0 sin×)+(sin

20.000 1+cos ×
20.000cos

= 0.297

}{
･cosδ )δ+φ1 (sin1

θA )δ+φ1 (･= cot-1 - tan
sinφ1 )δ+φ1 (cos

}{
20.000 20.00030.0cos × )+(sin1

cot-1 20.00030.0 )+(tan×= -
30.0sin20.00030.0 )+(cos

= 55.984 (°)

ここに

主働土圧係数 : KA 

θA :主働崩壊角 (°)

φ1 :盛土材料のせん断抵抗角 = (°)30.0

2
( =:)壁面摩擦角 δ (°)20.000･φ1 
3
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1.2.2 荷重換算高さの算出

換算盛土高さは、主働崩壊線が壁頂部からの水平線に交わる点から、上方に延長し、のり斜面と交差する

高さまでとする。

荷重換算高さは次のように算出することができる。

)(
H･cotθA -Bb 

)
9.000×cot55.984 - 0.885

( ,H1 =H4 H2 = +minmin + , 5.000 0.500
n 1.80

= 3.383 (m)

ここに

壁 面 材 高 : H = 9.000 (m)

=H1 :上 載 盛 土 高 (m)5.000

=n:上 載 盛 土 勾 配 1.80

=θA :主 働 崩 壊 角 (°)55.984

=B:小 段 幅 (m)1.000

=t:壁 面 材 の 厚 み (m)0.115

=Bb :小段幅(版厚控除) (m)0.885

=H4 :笠 石 高 (m)0.500

θA = 55.984°

H
 =

 9
.0

0
0
m

H
2 

=
 3

.3
8
3
m
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1.2.3 各段に作用する荷重の算出

盛土表面に載荷される上載荷重qの影響は補強土壁の断面方向に鉛直と水平との比が2:1の勾配で盛土内に

及ぶものとする。したがって、壁面と上載荷重とが交わる深さ以深においては、上載荷重による水平土圧

q･KA が作用するものとする。このとき、上載荷重は荷重分散によって深度方向に低減しないものとする。

上図のように、荷重の影響によっては、タイバー１本が受けもつ領域内に荷重が影響する領域と影響しな

い領域が発生する。この場合は、以後の計算においても分割して計算を実施する。

なお、計算式については、以下のとおりとする。

Σqi qLi =

qi = q

ここに

):qLi i段目における上載荷重合計 (kN/m3 

(kN/m3 i段目における上載荷重:qi )

次頁に荷重を算出した一覧表および荷重集計表を記載する。
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活荷重算出一覧表(常時)

数値単位算出条件項目 記号

(kN/m2 )q荷重名称 ： 10.000上載荷重１ L

m 15.000BL 路面または地表面における活荷重の分布幅

(kN/m2 )荷重換算値 qz段数i  (m) 備考Li 

0.000
-   1

0.500

0.500
-   2

1.500

1.500
-   3

2.500

2.500
-   4

3.500

3.500
-   5

4.500

4.500
-   6

5.500

5.500
-   7

6.500

q1
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活荷重算出一覧表(常時)

数値単位算出条件項目 記号

(kN/m2 )q荷重名称 ： 10.000上載荷重１ L

m 15.000BL 路面または地表面における活荷重の分布幅

(kN/m2 )荷重換算値 qz段数i  (m) 備考Li 

6.500
-   8

7.500

7.500
-   9

8.500

8.500
-   10

9.000

q1



11

1.2.4 前壁に作用する土圧の算出

壁面材の天端からi段目のタイバー敷設位置における土圧力は次式によって算出する。

KA ･qLi +H2 +zi Pi = KA ･γ1 ( )

ここに

KA : 主働土圧係数

盛土材料の単位体積重量:γ1 (kN/m3 )

(m)壁面材天端からi段目のタイバーまでの位置までの深さ:zi 

(m)タイバーの受けもつ範囲の深さ(上端･下端):z

(m)上載盛土の換算荷重高さ:H2 

(kN/m2 )i段目における上載荷重の合計:qLi 

１本のタイバーが受けもつ範囲の境界にて土圧力を算出し、その平均値を土圧力としている。よって、最

終的にi段目の土圧力は次のようになる。

p(i+1) }=Pi {p(i) + /2

KA ･qi +H2 +zi KA ･γ1 ( )=pi 

ここに

(kN/m2 )i段目における境界上段の土圧力:p(i) 

(kN/m2 )i段目における境界下段の土圧力:p(i+1) 
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前壁に作用する土圧力一覧表(常時)

数値単位算出条件項目 記号

主働土圧係数 KA - 0.297

19.0kN/m3 γ1 盛土材料の単位体積重量

3.383mH2 上載盛土の換算荷重高さ

p(i) ,p(i+1) qLi z Pi zi 
段数i

(kN/m2 )(kN/m2 )(m) (kN/m2 (m) )

19.0900.000
0.000 20.5010.1751

21.9120.500

21.9120.500
0.000 24.7341.0002

27.5551.500

27.5551.500
0.000 30.3772.0003

33.1982.500

33.1982.500
0.000 36.0203.0004

38.8413.500

38.8413.500
0.000 41.6634.0005

44.4844.500

44.4844.500
0.000 47.3065.0006

50.1275.500

50.1275.500
0.000 52.9496.0007

55.7706.500

55.7706.500
0.000 58.5927.0008

61.4137.500

61.4137.500
0.000 64.2358.0009

67.0568.500

67.0568.500
0.000 68.4678.81510

69.8779.000
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1.2.5 タイバーに働く引張力の算出

壁面材天端からi番目のタイバーに働く引張力Ti はタイバーの敷設位置における土圧を用いて、次式によ

り算出する。

･⊿Li ･･ ⊿Hi Pi Phi = cosδ

Phi =Ti 

ここに

Phi : 天端からi段目のタイバーの敷設位置における土圧 (kN/m2 )

(kN/m2 )天端からi段目のタイバーの敷設位置における土圧:Pi 

2
:δ 壁面摩擦角 δ = φ1 (°)･

3

(°)盛土材料のせん断抵抗角:φ1 

i段目における鉛直間隔:⊿Hi (m)

(m)i段目における水平間隔:⊿Li 

水平間隔鉛直間隔壁面材の種類
⊿Li ⊿Hi 

0.75標準用 1.00

0.501.00高土圧用

ただし、前述したように上載荷重の影響によって、受けもつ領域が分離する場合は、その間隔を鉛直間隔

として計算を実施する。

次頁に引張力一覧表を記載する。
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タイバーに働く引張力一覧表(常時)

数値単位算出条件項目 記号

壁面摩擦角 δ ° 20.000

30.0°φ1 盛土材料のせん断抵抗角

0.940°-cosδ

Ti Phi ⊿Li Pi ⊿Hi z
段数i

(kN/m2 ) (kN)(kN/本)(m)(m)(m)

0.000
7.2277.22720.5010.7500.5001

0.500

0.500
17.43717.43724.7340.7501.0002

1.500

1.500
21.41621.41630.3770.7501.0003

2.500

2.500
25.39425.39436.0200.7501.0004

3.500

3.500
29.37229.37241.6630.7501.0005

4.500

4.500
33.35133.35147.3060.7501.0006

5.500

5.500
37.32937.32952.9490.7501.0007

6.500

6.500
41.30741.30758.5920.7501.0008

7.500

7.500
45.28645.28664.2350.7501.0009

8.500

8.500
24.13524.13568.4670.7500.50010

9.000
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1.2.6 部材の選定

各タイバーの引張力に対し、抵抗できる部材を選定する。各部材の許容引張力は腐食しろを1.0mm考慮す

1.0るものとする。以下に腐食しろ mmにおける各部材の許容引張力一覧表を記載する。

単位：kN/本(常時、腐食しろ   mm)1.0

コネクター止めボルト接続ロッドアイ止めボルトコネクタープレートタイバー

ダブル用シングル用ダブル用シングル用ダブルシングル
機材

サブ 値値
規格

規格 値値規格規格 値値規格規格 値値規格

76.538.368.850.636.338.229.1 4.6T4.6T8.8T8.8T4.5D4.5S無M20 30.5

76.538.368.850.652.454.662.2 4.6T4.6T8.8T8.8T6.0D6.0S有M22 38.3

76.538.368.850.652.454.669.9 4.6T4.6T8.8T8.8T6.0D6.0S有M24 44.8

76.538.374.866.086.087.479.5 4.6T4.6T10.9T10.9T9.0D9.0S有M27 59.1

76.538.374.866.086.087.489.2 4.6T4.6T10.9T10.9T9.0D9.0S有M30 72.7

上表の部材から各段における使用部材を決定する。次頁に選定部材一覧表を記載する。
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選定部材一覧表【常時 腐食しろ1.0mm】

段数
i

判定

規格
引張力

最小

コネクタータイバー
許容値 コネクターサブ 接続ロッドアイ

Ti (kN/本) (kN/本) 止めボルト止めボルトプレート

8.8T無 4.6TM20OK29.1001 7.227 4.5S

8.8T無 4.6TM20OK29.1002 17.437 4.5D

8.8T無 4.6TM20OK29.1003 21.416 4.5D

8.8T無 4.6TM20OK29.1004 25.394 4.5D

8.8T有 4.6TM22OK38.3005 29.372 6.0D

8.8T有 4.6TM22OK38.3006 33.351 6.0D

8.8T有 4.6TM22OK38.3007 37.329 6.0D

8.8T有 4.6TM24OK44.8008 41.307 6.0D

10.9T有 4.6TM27OK59.1009 45.286 9.0D

10.9T有 4.6TM27OK38.30010 24.135 9.0S
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1.3 タイバー長の検討(常時)

1.3.1 必要タイバー長の算出

Lr2i Lr2i 必要タイバー長は、主働崩壊線の壁面側の長さLr1i と盛土側の長さ の和で与えられる。 はアンカー

プレートが引抜き力をうける時のすべり線の発達距離を考慮して1.2m以上とする。必要タイバー長は次式に

よって算出する。

Lri Lr2i Lr1i +=

ここに

Lri : タイバーの必要長さ (m)

(m)i段目のタイバーの高さで壁背面から主働崩壊線までの距離:Lr1i 

(m)定着長:Lr2i 

次頁に必要タイバー長の算出一覧表を記す。
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タイバー長算出一覧表(常時)

数値単位算出条件項目 記号

主働崩壊角 θA ° 55.984

制限長壁面下から 合計定着長主働領域長
採用長

Lri の距離 h 判定設定長最低長Lr2i Lr1i 段数i
L (m)

(m)(m)(m)(m)(m)(m)

OK-  5.5007.5001.200 7.1565.9561 8.825

OK-  5.5007.0001.200 6.5995.3992 8.000

OK-  5.5007.0001.200 5.9244.7243 7.000

OK-  5.5005.5001.200 5.2494.0494 6.000

OK-  5.5005.5001.200 4.5753.3755 5.000

OK-  5.5005.5001.200 3.9002.7006 4.000

OK-  5.5005.5001.200 3.2252.0257 3.000

OK-  5.5005.5001.200 2.5501.3508 2.000

OK-  5.5005.5001.200 1.8750.6759 1.000

OK-  5.5005.5001.200 1.3250.12510 0.185

q1

Lmin≧ 5.500m
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1.3.2 アンカープレートの引抜き抵抗力の算出

アンカープレートの引抜き抵抗力は地盤を剛塑性とみなしたすべり線法によって次式より求める。

qPi -Nq ･qPi +Nc Qpui = c1 ･

qi ･KA +)H4 +zi +γ1 ･KA =qPi (HPi 

Fpu /APi ･Qpui =Tai 

ここに

:Qpui アンカープレートの単位面積当りの極限引抜き抵抗力 (kN/m2 )

(kN/m2 )盛土材料の粘着力:c1 

(kN/m2 )地盤の拘束力:qPi 

アンカープレートの引抜きに関する支持力係数Nq Nc , :

主働土圧係数:KA 

(kN/m2 )盛土材料の単位体積重量:γ1 

(m)アンカープレート埋設位置での上載盛土高さ:HPi 

(m)壁面材上端からi段目のタイバーまでの深さ:zi 

笠石高:H4 (m)

(kN/m2 )アンカープレート位置での上載荷重:qi 

(m2 )アンカープレートの面積:APi 

アンカープレートの引抜きに対する安全率:Fpu 

支持力係数については、「多数アンカー式補強土工法設計・施工マニュアル」に記載されている表から算

出されたものである。

１枚のアンカープレートが負担すべき壁面の土圧力Ti はタイバーに働く引張力と同値であり、上式で算出

したTai を超えないようにする。

よって判定は以下の式が成り立つ

Tai Ti ≦

次頁にアンカープレート引抜き抵抗力算出一覧表を示す。
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アンカープレート引抜き抵抗力算出一覧表(常時)

数値単位算出条件項目 記号

Fpu 極限引抜きに対する安全率 3.0-

- 73.0Nc 
引抜きに関する支持力係数

- 40.5Nq 

-主働土圧係数 KA 0.297

盛土材料の粘着力 C1 kN/m2 0.000

盛土材料の単位体積重量 γ1 kN/m3 19.0

笠石コンクリートの高さ H4 m 0.500

Tai Ti Api Qpui qpi qi Hpi zi 
段数i 判定

(kN/m2 )(kN/m2 )(m2 )(kN/m2 )(kN/m2 )(kN/m2 (m)(m) )

29.0887.2270.090969.60724.5470.0003.6751 0.175 OK

32.74617.4370.0901091.54327.6340.0003.3972 1.000 OK

39.43321.4160.0901314.44233.2770.0003.3973 2.000 OK

40.55025.3940.0901351.65134.2190.0002.5644 3.000 OK

47.23629.3720.0901574.54939.8620.0002.5645 4.000 OK

53.92333.3510.0901797.44845.5050.0002.5646 5.000 OK

60.61037.3290.0902020.34651.1480.0002.5647 6.000 OK

67.29741.3070.0902243.24556.7910.0002.5648 7.000 OK

73.98445.2860.0902466.14362.4340.0002.5649 8.000 OK

79.43424.1350.0902647.80467.0330.0002.56410 8.815 OK

)※アンカープレート 300×300 ： Api = m2 (0.090

)  アンカープレート 400×400 ： Api = 0.160 m2 (
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1.4 補強材の検討(地震時)

1.4.1 土圧係数の算出

多数アンカー式補強土壁は前壁に壁面土圧が作用する。変形に対しては比較的柔な壁面を有する構造物で

あり、内部安定検討の設計に用いる土圧には主働土圧を用いる。

タイバーの各敷設位置に作用する土圧の算出に用いる土圧係数KAE は次式により算出する。

kh 0.15
0.297= +KA KAE = +

tanθA 55.984tan

= 0.398

φ1 cos2 
KA =

φ1 sin･)δ+φ1 (sin
{ }2 1+cosδ

cosδ

cos2 30.0
=

}2 {
30.020.00030.0 sin×)+(sin

20.000 1+cos ×
20.000cos

= 0.297

}{
･cosδ )δ+φ1 (sin1

θA )δ+φ1 (･= cot-1 - tan
sinφ1 )δ+φ1 (cos

}{
20.000 20.00030.0cos × )+(sin1

cot-1 20.00030.0 )+(tan×= -
30.0sin20.00030.0 )+(cos

= 55.984 (°)

ここに

主働土圧係数(地震時) : KAE 

主働土圧係数 : KA 

θA :主働崩壊角 (°)

φ1 :盛土材料のせん断抵抗角 = (°)30.0

2
( ) =:壁面摩擦角 δ (°)20.000･φ1 
3

kh:設計水平震度 = 0.15
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1.4.2 荷重換算高さの算出

換算盛土高さは、主働崩壊線が壁頂部からの水平線に交わる点から、上方に延長し、のり斜面と交差する

高さまでとする。

荷重換算高さは次のように算出することができる。

)(
H･cotθA -Bb 

)
9.000×cot55.984 - 0.885

( ,H1 =H4 H2 = +minmin + , 5.000 0.500
n 1.80

= 3.383 (m)

ここに

壁 面 材 高 : H = 9.000 (m)

=H1 :上 載 盛 土 高 (m)5.000

=n:上 載 盛 土 勾 配 1.80

=θA :主 働 崩 壊 角 (°)55.984

=B:小 段 幅 (m)1.000

=t:壁 面 材 の 厚 み (m)0.115

=Bb :小段幅(版厚控除) (m)0.885

=H4 :笠 石 高 (m)0.500

θA = 55.984°

H
 =

 9
.0

0
0
m

H
2 

=
 3

.3
8
3
m
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1.4.3 前壁に作用する土圧の算出

壁面材の天端からi段目のタイバー敷設位置における土圧力は次式によって算出する。

KAE ･qLi +H2 +zi Pi = KAE ･γ1 ( )

ここに

KAE : 主働土圧係数

盛土材料の単位体積重量:γ1 (kN/m3 )

(m)壁面材天端からi段目のタイバーまでの位置までの深さ:zi 

(m)上載盛土の換算荷重高さ:H2 

(kN/m2 )i段目における上載荷重合計:qLi 

１本のタイバーが受けもつ範囲の境界にて土圧力を算出し、その平均値を土圧力としている。よって、最

終的にi段目の土圧力は次のようになる。

p(i+1) }=Pi {p(i) + /2

KAE ･qLi +H2 +z1 KAE ･γ1 ( )=pi 

ここに

(kN/m2 )i段目における境界上段の土圧力:p(i) 

(kN/m2 )i段目における境界下段の土圧力:p(i+1) 
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前壁に作用する土圧力一覧表(地震時)

数値単位算出条件項目 記号

主働土圧係数 KAE - 0.398

19.0kN/m3 γ1 盛土材料の単位体積重量

3.383mH2 上載盛土の換算荷重高さ

p(i) ,p(i+1) qLi z Pi zi 
段数i

(kN/m2 )(kN/m2 )(m) (kN/m2 (m) )

25.5820.000
0.000 27.4730.1751

29.3630.500

29.3630.500
0.000 33.1441.0002

36.9251.500

36.9251.500
0.000 40.7062.0003

44.4872.500

44.4872.500
0.000 48.2683.0004

52.0493.500

52.0493.500
0.000 55.8304.0005

59.6114.500

59.6114.500
0.000 63.3925.0006

67.1735.500

67.1735.500
0.000 70.9546.0007

74.7356.500

74.7356.500
0.000 78.5167.0008

82.2977.500

82.2977.500
0.000 86.0788.0009

89.8598.500

89.8598.500
0.000 91.7508.81510

93.6409.000
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1.4.4 タイバーに働く引張力の算出

壁面材天端からi番目のタイバーに働く引張力Ti はタイバーの敷設位置における土圧を用いて、次式によ

り算出する。

･ ⊿Li ･･ ⊿Hi Pi Phi = cosδE 

kh ･ ⊿Li ･･ ⊿Hi Wwu Whi =

Whi Phi =Ti +

ここに

Phi : i段目のタイバーの敷設位置における水平土圧力 (kN/m2 )

(kN/m2 )i段目のタイバーの敷設位置における土圧強度:Pi 

1
δE :δE 壁面摩擦角 = φ1 (°)･

2

(°)盛土材料のせん断抵抗角:φ1 

設計水平震度による水平力:Whi (kN/本)

(kN/m2 壁面材1m2 :Wwu の重量 )

設計水平震度:kh

i段目における鉛直間隔:⊿Hi (m)

(m)i段目における水平間隔:⊿Li 

水平間隔鉛直間隔
壁面材の種類

⊿Li ⊿Hi 

0.75標準用 1.00

0.501.00高土圧用

ただし、前述したように上載荷重の影響によって、受けもつ領域が分離する場合は、その間隔を鉛直間隔

として計算を実施する。

次頁に引張力一覧表を記載する。
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タイバーに働く引張力一覧表(地震時)

数値単位算出条件項目 記号

壁面摩擦角 δE ° 15.000

30.0°φ1 盛土材料のせん断抵抗角

0.966°-cosδE 

設計水平震度 0.15-kh

壁面材1m2 2.61-Wwu1 の重量(標準用)

Whi Wwu Ti Phi ⊿Li Pi ⊿Hi z
段数i

(kN/m2 )(kN/m2 ) (kN/本) (kN)(kN/本)(m)(m)(m)

0.000
10.0990.1479.95227.4730.7500.5002.611

0.500

0.500
24.3070.29424.01333.1440.7501.0002.612

1.500

1.500
29.7850.29429.49140.7060.7501.0002.613

2.500

2.500
35.2640.29434.97048.2680.7501.0002.614

3.500

3.500
40.7430.29440.44955.8300.7501.0002.615

4.500

4.500
46.2220.29445.92863.3920.7501.0002.616

5.500

5.500
51.7000.29451.40670.9540.7501.0002.617

6.500

6.500
57.1790.29456.88578.5160.7501.0002.618

7.500

7.500
62.6580.29462.36486.0780.7501.0002.619

8.500

8.500
33.3830.14733.23691.7500.7500.5002.6110

9.000

※標準用および高土圧用が存在する箇所については、重量を加重平均で算出している。
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1.4.5 部材の選定

各タイバーの引張力に対し、抵抗できる部材を選定する。各部材の許容引張力は腐食しろを1.0mm考慮す

1.0るものとする。以下に腐食しろ mmにおける各部材の許容引張力一覧表を記載する。

(地震時、腐食しろ   mm)1.0 単位：kN/本

コネクター止めボルト接続ロッドアイ止めボルトコネクタープレートタイバー

ダブル用シングル用ダブル用シングル用ダブルシングル
機材

サブ 値値
規格

規格 値値規格規格 値値規格規格 値値規格

115.057.4103.075.854.457.343.6 4.6T4.6T8.8T8.8T4.5D4.5S無M20 45.7

115.057.4103.075.878.681.993.2 4.6T4.6T8.8T8.8T6.0D6.0S有M22 57.4

115.057.4103.075.878.681.9105.0 4.6T4.6T8.8T8.8T6.0D6.0S有M24 67.2

115.057.4112.099.0129.0131.0119.0 4.6T4.6T10.9T10.9T9.0D9.0S有M27 88.7

115.057.4112.099.0129.0131.0134.0 4.6T4.6T10.9T10.9T9.0D9.0S有M30 109.0

上表の部材から各段における使用部材を決定する。次頁に選定部材一覧表を記載する。
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選定部材一覧表【地震時 腐食しろ1.0mm】

段数
i

判定

規格
引張力

最小

コネクタータイバー
許容値 コネクターサブ 接続ロッドアイ

Ti (kN/本) (kN/本) 止めボルト止めボルトプレート

8.8T無 4.6TM20OK43.6001 10.099 4.5S

8.8T無 4.6TM20OK43.6002 24.307 4.5D

8.8T無 4.6TM20OK43.6003 29.785 4.5D

8.8T無 4.6TM20OK43.6004 35.264 4.5D

8.8T有 4.6TM22OK57.4005 40.743 6.0D

8.8T有 4.6TM22OK57.4006 46.222 6.0D

8.8T有 4.6TM22OK57.4007 51.700 6.0D

8.8T有 4.6TM24OK67.2008 57.179 6.0D

10.9T有 4.6TM27OK88.7009 62.658 9.0D

10.9T有 4.6TM27OK57.40010 33.383 9.0S
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1.5 タイバー長の検討(地震時)

1.5.1 必要タイバー長の算出

Lr2i Lr2i 必要タイバー長は、主働崩壊線の壁面側の長さLr1i と盛土側の長さ の和で与えられる。 はアンカー

プレートが引抜き力をうける時のすべり線の発達距離を考慮して1.2m以上とする。必要タイバー長は次式に

よって算出する。

Lri Lr2i Lr1i +=

ここに

Lri : タイバーの必要長さ (m)

(m)i段目のタイバーの高さで壁背面から主働崩壊線までの距離:Lr1i 

(m)定着長:Lr2i 

次頁に必要タイバー長の算出一覧表を記す。
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タイバー長算出一覧表(地震時)

数値単位算出条件項目 記号

主働崩壊角 θA ° 55.984

制限長壁面下から 合計定着長主働領域長
採用長

Lri の距離 h 判定設定長最低長Lr2i Lr1i 段数i
L (m)

(m)(m)(m)(m)(m)(m)

OK-  5.5007.5001.200 7.1565.9561 8.825

OK-  5.5007.0001.200 6.5995.3992 8.000

OK-  5.5007.0001.200 5.9244.7243 7.000

OK-  5.5005.5001.200 5.2494.0494 6.000

OK-  5.5005.5001.200 4.5753.3755 5.000

OK-  5.5005.5001.200 3.9002.7006 4.000

OK-  5.5005.5001.200 3.2252.0257 3.000

OK-  5.5005.5001.200 2.5501.3508 2.000

OK-  5.5005.5001.200 1.8750.6759 1.000

OK-  5.5005.5001.200 1.3250.12510 0.185

q1

Lmin≧ 5.500m
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1.5.2 アンカープレートの引抜き抵抗力の算出

アンカープレートの引抜き抵抗力は地盤を剛塑性とみなしたすべり線法によって次式より求める。

qPi -Nq ･qPi +Nc Qpui = c1 ･

qi ･KAE +)H4 +zi +γ1 ･KAE =qPi (HPi 

Fpu /APi ･Qpui =Tai 

ここに

:Qpui アンカープレートの単位面積当りの極限引抜き抵抗力 (kN/m2 )

(kN/m2 )盛土材料の粘着力:c1 

(kN/m2 )地盤の拘束力:qPi 

アンカープレートの引抜きに関する支持力係数Nq Nc , :

主働土圧係数:KAE 

(kN/m2 )盛土材料の単位体積重量:γ1 

(m)アンカープレート埋設位置での上載盛土高さ:HPi 

(m)壁面材上端からi段目のタイバーまでの深さ:zi 

笠石高:H4 (m)

(kN/m2 )アンカープレート位置での上載荷重:qi 

(m2 )アンカープレートの面積:APi 

アンカープレートの引抜きに対する安全率:Fpu 

支持力係数については、「多数アンカー式補強土工法設計・施工マニュアル」に記載されている表から算

出されたものである。

１枚のアンカープレートが負担すべき壁面の土圧力Ti はタイバーに働く引張力と同値であり、上式で算出

したTai を超えないようにする。

よって判定は以下の式が成り立つ

Tai Ti ≦

次頁にアンカープレート引抜き抵抗力算出一覧表を示す。
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アンカープレート引抜き抵抗力算出一覧表(地震時)

数値単位算出条件項目 記号

Fpu 極限引抜きに対する安全率 2.0-

- 73.0Nc 
引抜きに関する支持力係数

- 40.5Nq 

-主働土圧係数 KAE 0.398

kN/m2 盛土材料の粘着力 C1 0.000

kN/m3 盛土材料の単位体積重量 γ1 19.0

m笠石コンクリートの高さ H4 0.500

Tai Ti Api Qpui qpi qi Hpi zi 
段数i 判定

(kN/m2 )(kN/m2 )(m2 )(kN/m2 )(kN/m2 )(kN/m2 (m)(m) )

58.47110.0990.0901299.35332.8950.0003.6751 0.175 OK

65.82324.3070.0901462.72537.0310.0003.3972 1.000 OK

79.26429.7850.0901761.42444.5930.0003.3973 2.000 OK

81.50935.2640.0901811.31245.8560.0002.5644 3.000 OK

94.95040.7430.0902110.01153.4180.0002.5645 4.000 OK

108.39246.2220.0902408.71060.9800.0002.5646 5.000 OK

121.83351.7000.0902707.40968.5420.0002.5647 6.000 OK

135.27557.1790.0903006.10876.1040.0002.5648 7.000 OK

148.71662.6580.0903304.80783.6660.0002.5649 8.000 OK

159.67133.3830.0903548.24689.8290.0002.56410 8.815 OK

)※アンカープレート 300×300 ： Api = m2 (0.090

)  アンカープレート 400×400 ： Api = 0.160 m2 (
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